女歌における嫉妬の表現 by 中西 洋子
　　はじめに
『古事記』 『日本書紀』 （以下記紀） 、及び『万葉集』に登場する仁徳天皇の皇后磐姫（いはのひめ
 石之日売命・磐之媛命）は上代文学












































































































































































































































































































さらに、 （３） では八田若郎女に対する嫉妬を語るもので、 日本書












































































































































































の過程、成立年代などに関わっての論である。記紀 伝承との関わりとそのイメージの違いについてはどうであろうか。まず、記紀伝えとそ 違いを指摘した上で、 「仁徳紀の意図が儒教的理念に基づく望ましからざる后像の形象であった」のに対して、記では 一夫多妻の時代に抗して、夫を独占して生き いと願う女性 立場
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もつ性格に照らして れば、その兆しがす に見受けられ 。つまり形式こそ異なりはするが、少なくとも 側の歌という点においてはその共通 を認めること できるだろう。
磐姫歌群から受ける磐姫像も、この視点からおのずと見えてくる





































上が嫉妬する場面で、地の文では「女君ただならず見た まつりたまふ」 とある。 歌は明石の君 ら引き取 育てている幼 姫君に、源氏がかけた「明日帰り来む」の言葉を受けたもので、あ たを引きとめるをちか の人（明石の君）がいない でしたら、そ 言葉通り、明日お帰りになる夫と思ってお待 してもみるでしょうけれど、 （ちゃんと明石の君がいるのですから、 明日帰る ん まる 当てになりませんわ） 、しんねりと待つ側 怨みと 歌われる。ここでは催馬楽「桜人」を踏まえての趣向に、贈答歌 おもしろさ
が存分に発揮されている。しかし、どのような修辞上の技巧がほどこされても、基本的には閨の怨みに繋がる〈待つ女〉の領域を一歩も出てはいない。女の歌はそのように歌わなければならなかったのである。
源氏物語において、光源氏が理想の男性として描かれるように、






















































































































































記の歌』 （古事記大系９ 　古事記学会編 　高科書店 　平６）では皇后の帰還は語られないが和解によってその状態になった、とする。




（４） 　青木周平 『古事記研究─歌と神話の文学的表現─』 第二 〈歌謡と説
話篇〉 （おうふう 　平６）













知れぬ。というのがこの歌の真意だとする。また同氏は、折口信夫のいう、死者の魂を連れ戻す、 〈魂ごい〉が「や づね」であり、 「高山の岩根しまきて」とともに挽 的発想の歌であること、これが恋の歌である相聞歌にも用いら たとする説を否定している。
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 ※引用は『日本古典文学大系』 （岩波書店） 。漢字は当用漢字。
Abstract
While Iwanohime, Empress of Emperor Nintoku is narrated in Kojiki and Nihon-
shoki as a woman of strong jealousy, she is on the contrary a devoted wife longing for 
her husband’s return in Man’yoshu. The author, with this discrepancy between the 
narratives and soumon-ka （love poems） sheds a special light on waka, especially onna-
uta which turns jealousy into soumon （love） lyricism, with its modes and limitations, by 
studying the expressions of jealousy. 
